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パナソニック株式会社様 

意見 

Ⅰ. UHF 帯パッシブRFID の国際標準(ISO/IEC 18000-6, GS1 

EPCglobalClass 1 Generation 2 Passive RFID)では860-960MHz が

周波数帯として指定され、我が国でも、それに合致した950MHz の

周波数帯域で、製品が提供され、すでに多くのシステムが実用さ

れています。一方、米国、韓国等では900～920MHz 帯を使用して

おり、現在865MHz 帯を使用している欧州もこの周波数帯へ移行す

る動きがあります。このため、他無線システムの周波数配置を世

界標準に合致させることの緊急性が高く、総合的に合理的である

可能性があるならば、わが国のRFID 用周波数帯についても、既存

システムを十分保護する条件で、米国等と同様の周波数帯域（ た

とえば915-925MHz）への移行の可能性を調査することは適切と考

えます。 

 

Ⅱ.すでに大きな市場を有している携帯電話とは異なり、RFID はま

だ黎明期の技術・ビジネスです。RFID 産業界が長期的な研究開発

計画、リソース配分計画を講じ、発展していくための、諸外国と

の連携や国際標準化機関との協調、共同検討などの実施について

も、上記調査の項目として取り扱っていただきたい。 
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